2025　
当番校：東京科学大学病院　輸血・細胞治療センター　副センター長　　梶原　道子
総括成果
1．例年通り、文部科学省および厚生労働省の方にご臨席、ご講演いただき、大学病院を取り巻く諸課題および最近の血液行政について情報提供をいただいた。
２．教職員アンケートでは、例年の項目に加え、日本輸血・細胞治療学会教育委員会と連携して、医学科生の教育内容や教材についても尋ねた。
３．特別企画シンポジウムは、大学病院の使命である「教育・研究・診療」それぞれに沿った講演をいただいた。タイトルは、「医学生の印象に残る輸血教育活動」、「アレルギー性輸血副反応の病態解明と新たな展開」「輸血部門の細胞治療・再生医療への関与」である。
４．日本赤十字社への要望に基づく質疑では、血小板製剤の細菌スクリーニング開始と有効期間変更に関連した点を中心に、情報交換が行われた。



